











ニューヨークで亡くなったとありますが 実は私、戦後中華民国（台湾）の日本大使館にいた時、蒋介石総統と宋美齢夫人には何度かお会いしたこ がございます。私 中国の青島で生まれまして、蒋介石が国民革命軍を率いて北伐をやった時の状況なんかも 子供でしたが覚えております。中国では一九世紀末から二
O
世紀後半まで動乱の時代が続










の北京侵攻をもたらします。これ ついに西欧列強の聞に中国の共同管理、あるいは中国分割 論議 捲き起こすことになりまし 。このような厳しい情勢の中で創立された東亜同文会は、日中両国を唇歯輔車 運命共同体 関係と捉えて、その綱領を「支那（中国）の保全」 したわけ す。
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代は多くの中国人留学生、周恩来や蒋介石、後 有名にる多くの方々が日本に来て、日本が継承した西欧文化を学んで帰り、中国における改革・革命運動に大きな影響を与えたのです。その当時弱体化し いた清国で内部的に改革を行おうとする康有為や梁啓超による自強 が起こります。同時に孫文や黄興による国民革命運動が行なわれますが、いずれも失敗して彼らは日本に亡命 おりました。日本の官民は彼らに対して陰に陽に援助を与えましたが、なかんずく東亜同文書院の山田良政・純三郎の兄弟は、命をかけて、また生涯をかけて、孫文 手足となってその革










が挙げられます。（二）次に外交界ですが、外交界は一期生から毎年数名ずつが外務省に入りました。そして中国理解に真打ちされた丹院出身者の現地活動、あるいは中央での活動というものは、日中外交史に大きな貢献をしたと考えられます。現在中国にある在外公館は北京の大使館、それから総領事館が上海、広州、滞陽と、これくらい か りませんが、戦前の昭和一七年には中国に大使館・総領事 ・領事館・分館などの在外公館は三八か所ございました このいずれの公館においても同文書院出身者が活動しておりま 。レジュメに載せましたのはその中のごく一部の方のお名
前でありまして、他にもたくさんおられます。あとで実業界その他の分野についてもお話しします 、 ずれに ても一々名前を挙げるわけにいきません。ここで触れる は
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ごく一部に過ぎませんが例えば第二期生に林出賢次郎さんという方がおられ す。この方は日露戦争の最中に卒業したのですが、当時日英同盟が締結されており、イギリス側から、日本政府に対し中国の西北部におけるロシアの進出状況を調査してほしいという要請 あって、林出さんはその調査旅行に出かけるわけです。北京から出発し、約二年間かけて大変な苦労を重ね、ウルムチ・イリに至り 調査を行いました。これはまさに書院の大旅行調査 走りでございます。私共が入学した時には林出さんはもう外務省を退官して同文書院の学生監をしておられまして、私共蒸陶を受けたので が、非常な人格者でござ ました。外務省では最もよく中国を知る外交官と て多くの貢献をされ中国人にも深い信望があり次に若杉要さん（三期生）。この方は大東亜戦争勃発直
前までの日米交渉で、アメリカ駐在の公使 、実質的に日米交渉を担当した方です。日中戦争を解決するためは米国の仲介が必要として日米交渉に心血をそそいだのした。石射猪太郎さん（五期生）は盛溝橋事件が起きた時の東亜局長でありまして、出兵を阻止し、事件拡大を防ぐために非常な努力をされましたが、これを阻止できませんでした。石射さんは「今後ノ事変対策ニ付テノ考案」という、事変解決の めの案 出されるのですが、非常に立派な内容 、今でも外務省 最も尊敬されている方です。この方については後ほどまた改めて申し上げたいと思 ま樹内干城さん（八期生）。この方は経済問題に非常に詳い方で、東亜局長、駐華公使を められ た。山本熊一さん（九期生）。この方は通商局長、アメリカ局長を兼任
し、外務次官、のちに大東亜次官にもなられました。対中国外交政策遂行の中枢となり、治外法権撤廃と平等な経済外交の推進に努力された方であ ます。清水董三さん（一二期生）は私も燕陶を受けた、文人外交官として有名な方です。中国 文化 詳しく 「東翠」の雅号で書かれた書画は中国の文化人も認める素附らしいもので、非常に尊敬を受けた方です。中山優さん（一六期生）。この方は新聞社に入り、のちに外務省嘱託となり ま 近衛総理の側近ともなった、まさに異色 思想家です。こ 方 ついても後にお話ししたいと思います。それから「岩井公館 で有名な岩井さんとか その他大勢おられますが、時間の都合で割受します。会乙次に学界ですが、当然 ことながら中国 勉強し書院出身者には、中国問題に関 る学者や研究者が多 おられます。特に四
O期以降、大学で教鞭を取る人達が多く、
現在も取っておられる方がおられます。古くは満鉄調査部で令名を馳せた天海さん。あるいは大倉精神文化研究所長で東洋大学の学長をされた大倉さん。同文書院の先 で馬場鍬太郎さん。この方は中国経済地理・商品学、それから交通学の犬家であり し 、書院の学生の調査大旅行を指導した方です。小竹文夫さん この方も書院教授であり、東洋史・東洋哲学の権威です。それから鈴木先生 始め熊野、坂本、福岡、魚返、その他おられますが いずれも書院の教授で中国語の大家でござい た。多く 著書もございます。（四）言論・報道界ですが、 亜同文会が設立 て最初の事業と うのは、中国における学校の建設と新聞・雑誌
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の発行でありました。当時の中国の漢字紙はもちろん日本より古いのですが、進歩は日本より遅れていました。それに清朝時代は言論の自由もなかったし、また治外法権によって日本人は比較的自由に のが言えたということもあり、日本人が中国で漢字紙を発行することが多く、レジュメに掲げたような漢字紙が書院関係者によ て発行されました。他方、日本の新聞界においては、書院出身者は非常にたくさん活躍されました。中国問題のエキスパートとして処遇され、東亜部長、論説委員等々となり、中国問題 ついて論陣をはったわけです。鳥井素川。こ 方は日清貿易研
究所出身ですが、大阪朝日の編集局長をやっておられ 時には、部下に長谷川如是問、櫛田民放、大山郎夫など鈴々たる人物を集め、新思想の鼓舞に努め のです。松本忠雄。この方は日本タイムズの社長になられましたけれども、中国に関す 資料や蔵書の所有は勉大で松本文庫として有名でした。波多博さんは私が上海にい 時の大陸新報の社長です。それから大阪朝日中国部 ・論説委員の神尾茂さん、東京朝日中国部長・論説主幹の大西斉さん、「・支那時報や外交時報」を主幹し 宇治田直義さん。東京朝日から外務省嘱託となった 山優さん。毎 の上海支部長から政治部長・編集局長となった吉岡文六さん、朝日 上海総局長ら論説委員・ 亜部長をつとめた和田斉さんなどまさに多士済々でした。回中香苗さんは毎日新聞の東頭 で 後に社長になられました。戦後 に対して土下座報道 やるなということで信を貫いた方でございます。とにかく鈴々たる先輩が 陣を張られたこと 覚えていま
ここで一つ特筆しておきたいのは、戦後中国、アジアの





れの会社に入って活躍されたわけですが、その中 ら幹部になられる方、社長になられる方が くさん出ておられます。トーメンの社長になられた香川 ん、あるいは丸紅で社長になられて最近まで活躍しておられ 春名 。今日来ておられると思いますが兼松の社長の小田 ん。そ 他大勢おられます。






恩来とも会い、日中交流を図られたというようなこともございます。原さんはジェトロ（日本貿易会） 理事長を二期務めておられます。 清製油の坂口さんは、これまた非常に長く社長を ておられます。その他いろんな会社に書院出身者の活躍が見られます。金融界については、戦前は上海に横浜正金、台湾銀行、














長通訳は私と同期の大久保任晴君が担当 ました。彼はその後もいろんな人が中国に参りますと、周囲山来その他要人との通訳を担当しました。 君は我々 同期 すが中
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約を締結しますが、これにソ述、中間（中華人民共和悶）、それから中華民国（台湾）は参加しませんでした。それでアメリカ側からの要請によって日本は台湾の蒋介石政権との間に日華平和条約を締結するわけですが、その準備に台北に在外事務所 開設するため、中間豊千代さん他二名の書院出身者が派遣されま 。その後開設され 大使館はいつも同文書院出身者が四
1
五名おりました。書院の出
身者が戦後政府・民間の尖兵とな て多数台湾 渡り 経済発展に寄与した功績は大きいと思います。その当時私東南アジアの各地を回りましたけれども、台湾を始め香港、シンガポールその他各国の大使館、総領事館、商社等に、驚くほどたくさん 同文書院の出身者がお れ というとは、日中提携を夢見た書院生 自然 成り行きではな
かったかと思います。ここで先ほどの石射猪太郎さんについて申し上げたいと
思います。石射猪太郎さんは書院の五期生で、慮溝橋事件が起きた時に東亜局長をやっていて事件の拡大阻止のために大いに努力され 方であります。石射さんは、広田外務大臣に出兵反対の嘆願書を渡した。「軍の動員は日中関係百年の計に回復し難い事態を招く」という悲痛な嘆願書したが、閣議での動員阻止ができず、彼は落胆します。その後広田外相から宇垣外相に代ると、石射 「今後ノ事変対策ニ付テノ考案」なる長文の意見書 提出し、事変の収拾を図ろうとして、字 の賛同 得ます。宇垣外相も事変解決に強い希望をもちこの案を五相会議にかけます。結局これは通らなかったのですが、こ がもし通っていたならば、その後の日中関係は確実に変わ ていただろうと思われます。私がよく知っている三宅喜二郎という外務省研修所長が「支那事変の研究」というものを書いてお れますが、その中に、「当時外務省にこのよう 視野が広く、識見秀れた勇気ある方がおられたこ をここに特筆し きたい」と石射さんを讃えて記しています。それから同阻通信の
t
海支局長をやっておられ 松本重治さん 「上海時代」という有名な回想記の中でも「石射局長というのは大局を見る目のある外交官だ」と書いてありま もとフィリピン派遣軍の参謀副長で国際派とし 知ら た宇都宮少将がその著書「黄河、揚子江、珠江」の中でこういうことを書いています。「上海総領事 あった石射さんと は陸軍とは非常に肌が合わなかっ 」。そして「東亜同文書院か
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らは異色の中国通、特に外交官が多数輩出したことで有名だ。外交官の第一号は石射猪太郎氏、次いで若杉要、堀内干城、山本熊一氏等が顔を並べている。これらの人は一癖も二癖もある人物ばかりで、外務省に人なしなどと悪口を言われたあの時代に、敢然として軍部に楯突いて気を吐いたことは、いかに同校が真の人材教育に努めたかを如実に物語るものと言えよう。国民党員の山田良政・純三郎兄弟も同校の出身者である」
それから先ほど申しました丸紅の社長をやっておられた
春名さんのことについてもここに書いてあ ます。それは戦争中のフィリピンでは、軍政を敷いていて、軍政監部務班というのがあっ 。フィリピン は華僑が多くいたので、その華僑を管理するために政務班があった。戦後東南アジアで実に多く 日本人戦犯が出た中で「フィリピンの裁判において軍政監部の華僑関係者からひとりも犠牲者が出なかったのは、華僑担当の 文書院出身の春名和雄君の指導よろしきを得た賜物だったと信じている」と述べ れてあります。石射さんに関連しまして、橋川文三という評論家が石射さんの回想録「外交官の一生」 ついて書いていますがこの中で石射さんについて「彼は立派なことをし けれども、彼がやはり東亜同文書院 出身者であったことは記憶に留めてよいことだ。同文書院は近衛篤麿を代表 する東亜同文会によって上海に設立された学校だが、こ 学校建学精神は岸田吟香、荒尾精、根津一など 中国問題へ先覚者の事跡を踏襲し、「一は以て中国富強 基を樹て、一は以て中日輯協の根を岡む。期するとこ は中国を保全し
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日本の新聞では書院出身者は中国問題のエキスパートとして遇され、東亜部長、論説委員等となり、中国問題に論
陣をはった。多士済済であった。























































書院出身者が戦後、政府・民間の先兵として多数台湾に渡り、経済発展に寄与した功績は大きい。当時 台湾はじめ香港、シンガポールその他東南アジア各国の大使館、総領事館 商社等に驚く程書院出 いたことは、日中提携を夢みた書院生の自然の成行の国際的活躍であった。小崎昌業（おざきまさなり）一九二二年中国・青島生 れ東班同文書院大学 四二期）卒、愛知大学 一期）卒外務省に入り、中華民国、インド カナダ、シンガポール、ポーランド、モンゴル ルーマニア等に在勤、駐モンゴル大使、駐ルーマニア大使。前（財）霞山会常任理事。





















い目で東亜 台 調べ こうというご研究を進めておられると私は解釈してお ます。今日は盛り沢山の資料がござ まして、短い時間で恐縮なんですけれども近代史の中
での東国同文科院の位世づけを発表していただきます。
では早速お願 いたします。
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